
令和７年度 第１回オホーツク地区女子・ユース審判研修会２０２５．６．２８ えんがる球技場 
実技研修 オホーツク中学校サッカー大会（１回戦）  

■受講者      ３名 ユース３級審判員２名、ユース４級審判員１名 

■インストラクター 大石かおり    
■受講者の感想 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ■まとめ 
 
 
 
 
 

 
 実技研修の機会を提供していただいた３種の皆様、また、ユース審判員
にアドバイス等暖かなご配慮をいただいた審判団の皆様、誠にありがとう
ございました。 
 現在は全国的にユース審判員の育成に力を入れ、人数が増えてきていま
す。北海道や全国の研修も開催され、オホーツクのユース審判員も参加し
ています。今後も web による勉強会などで知識を増やしながら、実践の
場で活かしていきたいと思います。 
  

審判に興味がある・審判活動を頑張ってみたい中学生・高校生を募集.    
しています。 
連絡先：審判委員会女子・ユース部会 大石 090-2693-7521 

今回の研修会で初めて公式戦の主審に入りました。ポジショニングなど、課題

をたくさん見つけることができ、アセッサーの先生方や一緒に審判をやった方々

からもアドバイスをもらうことができて、とても自分のためになったと感じてい

ます。また映像を使っての研修では、自分の過去の試合映像を見て、どこが改善

できるかを考え、自分のレフェリングを客観視することができる貴重な機会でし

た。実技と映像で見つけた課題を改善できるよう、さらに頑張ります。研修会に

参せていただき、ありがとうございました。（ユース３級審判員） 

今回初めて中体連の研修会に参加しました。実技では主審を 1試合担当し、自

分の課題であったポジショニングを意識して試合を行うことが出来ました。試合

中に警告を出す場面で落ち着いて対応できたのはとても良かったと思います。座

学では自分のレフェリングを映像で見て振り返ることで課題などを再確認するこ

とにができました。また、他のユース審判員と交流することもでき、とてもいい

刺激をもらえました。これからもっとたくさん主審をする機会が増えていくと思

うので今回の経験を活かしていきたいです。（ユース３級審判員） 

 

第 4審判をやってみて、最初は初めての公式戦での審判でわからないことや戸惑う

こともあったが、やっているうちにだんだんと慣れてきて自分で考えて動くことが

できました。アディショナルタイムは主審とアイコンタクトが取れて、スムーズに

できてよかったなと思いました。反省点は、交代の時に交代用紙の記入漏れが無い

かを確認したり、焦らずに交代ボードを作れたらもっとよかったなと思います。ま

た、ベンチへの対応も気づいた時にできたらいいと感じました。今日出てきた改善

点を次の試合に活かせるようこれからも頑張りたいと思いました。（ユース４級審

判員） 


